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 本論文は、昭和 20 年代後半から 30 年代にかけて、新しい武術あるいは武道として世
に認知された合気道を創始した植芝盛平とその弟子たちによる、合気道における「合気」
の概念の形成及び展開過程を解明したものである。合気道はその技法内容を見ると、嘉
納治五郎が定義した柔術に合致する典型的な柔術の一派である。その点を考えると柔術
あるいは柔道の範疇の中に吸収されても不自然ではなかった。それが合気道として独立
的地位を得るに至った原因の一つに合気という言葉が含意するものがあることは間違
いないだろう。合気道として認知されるに至った事情を見るには、その内容を規定する
合気なる言葉の意味を解明しなくてはならないのである。著者は未だ武道史研究で解明
がなされていないその基礎的作業に取り組んだ。 
 著者は、合気の意味を解明するための前提的基礎作業として、近世武道伝書（51 本）
の合気の用例を検討した。この点は、幾つかの未見の伝書に及んでいないとはいえ、こ
れまでにない数の点で一応の評価ができる。明治期以降の文献資料については、「合気
の術」及び「気合術」の諸本に当たり検討している。その詳細において先行研究を徹底
させたものであり評価できる。 
 本研究課題の中核となる部分は、(1)植芝盛平の師匠である武田惣角とその武術・大
東流合気柔術における合気の検討と、(2)植芝の技法と合気の検討、(3)植芝の精神的支
柱であった大本教の指導者・出口王仁三郎の武道思想の検討、(4) 植芝の直弟子たちに
よる合気の解釈の変質過程の検討である。(1)については先行研究の知見を越えるもので
はないが、新たな史料を発掘し検討した点は評価される。(2) については、植芝の最大
の支援者であった海軍大将・竹下勇の武術覚書「乾・坤」という第一次史料を用いて、
より実証的な検討を行った点が評価される。(3)についても、出口の思想を見るに当た
って大日本武道宣揚会の機関誌の詳細な検討に及んだ点は評価される。(4)については
植芝以後に直弟子たちの有力部分が分離独立したことを追跡し、合気の解釈の微妙な変質の
特徴を個々に照射した点が評価される。 
 以上の四点は、その概要を簡潔にまとめて以下の題名で、日本体育学会の体育学研究に原
著論文として掲載された。    
 工藤龍太・志々田文明「合気道における合気の意味：植芝盛平とその弟子たちの言説
を中心に」．体育学研究． Vol. 55 (2010), No. 2, pp.453-469 
 
  本論文において合気道における合気の意味は以下のようにまとめられた。 
（1） 技術。弟子の海軍大将竹下によって克明に記述された当時の盛平の指導内容には技
術としての合気がみられる。また基盤形成期の盛平の著作『武道練習』（1933）、『武
道』（1938）にも技術としての合気が記されている。合気の技術の核心は相手の攻撃
を止め、力を抜く点にある。同様のことは富木の著書『體術教程』（1942）、吉祥丸の
著書『合気道技法』（1962）他にみえる。盛平、吉祥丸については合気の詳細な説明
はない。富木、塩田にはその名を冠した技術を積極的に指導した形跡はみられないが、
合気を技術として認識していたことは明白である。 
（2） 神（愛）との和合。盛平は 1920 年以来、大本教指導者・出口王仁三郎の下で信仰
に入った。出口の史料には、後に盛平が合気との関連で強調する神の愛（1903）、神
人合一（1921）、神の大愛（1935）といった言葉がみられる。出口は盛平の武道（大
東流合気柔術）を実戦的且つ大本教の思想に適う至上のものと評価し、同時代の柔道
や剣道を批判した。一方、出口は大本教の信仰（文）を重視した文武両道を理想とし
た。また、不当な暴力を否定して大本教が教旨に掲げる理想郷の建設のための手段と
した。盛平は「地上一切の武術を一丸として是らを卒い」、「世界皇道の實現」に邁進
するという理念を基本的に受け継ぎ、合気を理念として考えた。人間は、森羅万象を
生成化育する宇宙、天地、あるいは神の大愛によって生かされている。合気の実践は
神（愛）との和合であり、「心身の浄化」である。心身を浄化し、神との和合によっ
て地上天国を建設すると考える武道家・盛平は、戦前期、大本教の指導者・出口王仁
三郎の武道論をより社会的な意味で発展させ、（2）の合気を考案した。しかし、盛平
の武道は形稽古に終始するため、その合気の「実践」は武道としての実戦性が検証さ
れず、武道の解釈と盛平の武道のあり方のあり方について問題を孕む淵源となった。 
 
 著者は結論的に合気の意味を、「相手の攻撃を止め、崩す」技術性と、「神（愛）との
和合」の精神性に求めている。前者は、植芝の弟子、海軍大将竹下によって克明に記述され
た「乾・坤」、また、植芝の著作『武道練習』（1933）、『武道』（1938）などから合気の
技の実体を明らかにしたものである。後者は植芝の解釈を示したものである。これについて
は、植芝の信仰生活における師である大本教指導者・出口王仁三郎関係史料と植芝の言説を
丹念に照合し、分析するなかで明らかにされた。これまでの識者の理解を史料の博捜によっ
て実証的に再確認した点が評価される。加えて著者は、植芝の合気をめぐる思想の展開につ
いて、代表的直弟子たちの思想と行動を分析し、合気の意味の展開の様相について整理し、
歴史研究を現代の問題と関連づけて考察している。 
 以上のように、本研究が今後の合気道の歴史と思想を考察していく上で、これまでにな
い基礎的研究となることは明らかであり、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分
値するものと認める。 
以 上 
 
